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生活に欠かすことができない地域公共交通は、急激な少子高齢化や人口減少、マイカ

ーの普及等によって利用者が減少し、存続が危機的な状況にあり、各地域においてその

特性に応じた公共交通を確保・維持することが重要な課題となっております。 

このような中、中国運輸局では管内の過疎地域等と都市部近郊団地において、生活移

動の実態とニーズを把握・分析し、具体的な生活交通確保策の選択肢などを検討しまし

た。また、その検討に先立って自治体交通担当者が最適な生活交通確保策を検討する際

の具体的な検討フローをとりまとめましたので、その結果をお知らせします。 

調査結果につきましては、調査報告書（概要版）をご覧ください。 

 

１． 調査対象地域 

「過疎地域等」は１４自治体１４地域、「都市部近郊団地」は７自治体１３地域の

計２７地域で実施（詳細は次頁参照） 

２． 調査方法 

・住民を対象としたアンケート調査及び対象地域での直接のヒアリング等 

・有識者とともに調査のとりまとめを検討 

３． 報告書の構成 

①調査の概要 ②生活交通確保策の決定に至るプロセス ③調査対象地域における

現況及び課題把握 ④対象地域の現況の移動手段及び生活交通確保策の選択肢案 

  

 

 

 

 

 

 

 

※今回の各対象地域への選択肢案にはあげていないが、「旅客運送の際に少量の貨物を 

運ぶ貨客一体輸送」も選択肢案としてあり得る。 
 

例）バスに農家が道の駅へ出荷する農作物を積み 

込み、出荷する人も同乗する。そして、途中の 

道の駅で待機していた人に農作物を受け渡し、 

出荷する人はそのままバスで病院に向かう。 

これにより、以前は車で出荷していた人のバス 

利用を促すことができる。また、農作物につい 

て配送料を収受することで、バスの採算性の 

向上にもつながる。 
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＜選択肢案の主なポイント＞ 

・過疎地域等においては、スクールバスが運行されている場合が多く、そのような場合

はスクールバスの混乗化も有効 

・既存の路線バスのバス停までフィーダー路線を導入する場合には、ダイヤの調整、 

待合施設の整備など結節点における環境向上が非常に重要 

・既存のタクシー活用のための「タクシー利用券の配布」も有効な選択肢 



【調査対象地域一覧】 

 

 

自治体 対象地域 

広
島
県 

 北広島町 ① 田原地区、岩戸地区 

 庄原市  ② 
山内自治振興区内の本郷町、木戸町、高茂町、水越町、山内開拓地

域  
 尾道市  ③ 大和地区 

 広島市  
1 東区やすらぎが丘 
2 西区鈴ヶ台２～３丁目 

 福山市  
3 緑陽団地 
4 青葉台団地 

 呉市  
5 第三団地、大道田団地 
6 晴海団地 

岡
山
県 

 和気町  ④ 山田地区の田土、丸山、南山方、塩田地区の塩田、奥塩田、北山方 
 新庄村  ⑤ 村全体 
 美咲町 ⑥ 旧旭町 ３地区 

 倉敷市  
7 倉敷イトーピア団地 
8 広江地区内団地 

山
口
県 

 柳井市  ⑦ 大畠地区の一部 
 上関町  ⑧ 蒲井、白井田、四代、戸津、室津（大津、練尾） 

 下関市  
9 田倉御殿町団地、差葉 
10 浜浦台団地 

島
根
県 

 大田市  ⑨ 富山地区 
 安来市  ⑩ 飯梨地区 
 吉賀町 ⑪ 朝倉地区 

 松江市  
11 淞北台団地 
12 八雲台団地 

鳥
取
県 

 南部町  ⑫ 南さいはく地域振興協議会エリア 
 智頭町  ⑬ 惣地、米井、穂見、天木、大屋、真鹿野、早野 
 日南町  ⑭ 神戸上、阿毘縁、上萩山 
 鳥取市  13 浜坂東 1丁目団地 

【調査対象地域位置】 
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過疎地域等
都市部近郊団地



(3)選択肢の絞り込み

１．生活交通確保策の決定に至るプロセス

調査報告書（概要）

(1)現況及び課題把握

(2)提供する生活交通確保策のサービス水準の設定

・地域特性（人口・世帯家族数等）の整理 ・公共交通や移動環境（福祉移送サービス、タクシーチケット等）の現況整理
・移動実態・利用者ニーズの把握
上記３点を踏まえ、利用者ニーズに対応するための課題を把握する。

経費と交通サービスの不便さはトレードオフの関係にあるという点を踏まえ、生活交通確保策のサービス水準（運行頻
度）を設定

基本的に、自治体は地域の状況に応じて市場、公助、共助を組み合わせて移動確保を行う必要があるが、多様な解決策が
存在する中、自治体が実現可能性のある選択肢や選択肢絞り込みに際して留意すべき事項などを見過ごしていることがある。
このような見過ごしを防ぐために、生活交通確保策の検討フローを整理した。

各検討要素で考え得る選択肢及びそのメリット、デメリットを整理するとともに、選択肢絞り込みのフローをまとめた。

①交通手段の検討

●対象地域に活用可能な既存交通手段あり ●対象地域に活用可能な既存交通手段なし

既存交通手段の活用
・民間事業者や自治体が運行する路線バス

新たな交通手段導入の検討
・運行主体の決定

79

(4)実施する生活交通確保策の決定

実施する生活交通確保策の決定に際しては、以下の点に留意する。
①地域のニーズにきめ細やかに対応するため、計画段階からの地域住民との協働が必要。②市町村全体における公共
交通計画との整合性や民間事業者との調整を図るための検討の場が必要。③絞り込まれた選択肢について、事業採算
性、利用者満足度等の評価が必要。④提供する生活交通確保策が設定したサービス水準を満足するか検証が必要。⑤
継続的に生活交通確保策を確保するため、費用負担スキームの検討が必要。⑥生活交通確保策の円滑な導入は、事
前及び導入中の情報提供が極めて重要。

（乗合サービス）
・目的限定バス（スクール・福祉など）

４条路線バス＞自治体による有償運送（79
条＞過疎地有償運送＞福祉有償運送 等

定路線（停留所）と区域運行
・停留所のある定められた路線運行
・一部区間のデマンド路線
・区域設定による運行

予約の必要性
・通常の路線バス等の乗合サービス
・予約により乗車可能な乗合サービス
（デマンド型乗合サービス）

サービスの見直しを
行う場合

②サービス内容の検討

既存交通活用
の利用促進

運行頻度
・通勤・通学に利用可能
・スクールバス機能に対応
・生活交通に対応（毎日・曜日運行・月数日）

運 賃
・距離制運賃
・均一運賃
・各種割引等

競合回避と事業者活用
・民間事業者との競合を回避
・タクシー事業者等の活用
・交通結節点（乗換）の環境向上



過疎地域等では、運行頻度が低く主な

目的地までが遠く乗換えが発生するバ

スのサービスレベルと、いつでもどこで

も移動できる自動車とのギャップが大き

く、年1回の利用者を含めても約2割と利

用者が少ない（右図参照） 。

過疎地域等では、概ねバス停までの距離が300ｍ以上となると家族等による送迎の割合が高くなる。また、

概ね通院先１位までの距離が5ｋｍを超えると、往診・在宅医療が行われる傾向がある。

２．調査対象地域における現況及び課題把握
【バス停までの距離別のバス利用状況】
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都市部近郊団地では、現在のバス利用は

バス停までの距離の影響を受けており、

1,000ｍを超えると、1,000ｍ未満と比較して

バス利用が約1/2となっている（右図参照）。

都市部近郊団地では、医療機関、スーパー

による目的型の送迎バスが運行している場

合もある。

1,000ｍを超えると
利用が半減

実態調査（①過疎地域等、②その他の地域（都市部近郊団地） 共通）

現況調査

・地域特性の把握（地理的特性／人口・高齢化／拠点施設分布 等）
・公共交通や移動環境の現況把握（公共交通／その他移動サービス／活動可能性 等）
・移動実態、利用者ニーズの把握

アンケート調査

・アンケート調査の準備（調査票設計／配布回収方法 等）
（アンケート項目・・最寄りバス停までの状況、通勤の状況、買物の状況、通学の状況、

路線バスの利用頻度、利用しているサービス等）
・アンケート調査実施（自治会配布回収／郵送配布・郵送回収 等）
・アンケートの集計・分析

ヒアリング調査

・対象地域でのヒアリング調査（自治体職員、自治会長、民生委員 等）

【バス停までの距離別のバス利用状況】

今回の調査は、各調査対象地域の交通課題の解決に向けた生活交通確保策を提案することを目的
に以下のフローで現況及び課題把握を行った。
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週に５～７回 週に１～４回 月に１～３回 年に数回 全く乗らない

過疎地域等、都市部近郊団地ともに、自動車依存が高い傾向にあるが、高齢になるにつれて、自動車（自分で運転）

利用の割合が減少し、自動車（乗せてもらう）、原付・自動二輪、徒歩、タクシー、路線バスの割合が高くなる。

過疎地域等14自治体14地区、都市部近郊団地7自治体13地区を対象に、本調査で整理した生活交通
確保策検討フローに基づき、地区別に生活交通確保策の選択肢案を検討

地域の概況／公共交通のサービス及びその他の移動手段／アンケート調査／ヒアリング調

査／地域の特徴と課題／地域に対応する生活交通確保策の選択肢（案） → 次頁

地区別

検討内容

週に５～７回 週に１～４回 月に１～３回 年に数回 全く乗らない

高齢化が進む地域では、自助（自動車を自分で運転）の代替手段となる生活交通確保策の検討が
必要

３．対象地域の現況の移動手段及び生活交通確保策の選択肢案

過疎地域等14自治体14地区、都市部近郊団地7自治体13地区を対象にアンケート調査、ヒアリング
調査を行った。主な分析結果は以下の通り。

各交通不便地域における生活交通確保策の検討

移動実態の分析

・GISデータとアンケートからの分析

生活移動の課題整理

・需要側からみた特徴と課題
・供給側の特徴

過疎地域等、都市部近郊団地は、 高齢化が進み、65歳以上の１人暮らし、 ２人暮らしの割合が高い。
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過疎地域等 65歳以上1人暮らし

65歳以上2人暮らし

それ以外

例：【過疎地域等の年齢別通院実態】 【都市部近郊団地の年齢別通院実態】

※乗り継ぎによる複数回答あり

自動車
（自分で
運転）

自動車
（乗せて
もらう）

原付・自
動二輪

徒歩 タクシー
路線バ
ス

その他

■全体(n=3,159) 63% 15% 5% 11% 5% 11% 7%
■年齢別
　20歳未満(n=543) 52% 12% 8% 21% 6% 13% 17%
　30～50代(n=652) 86% 7% 3% 4% 1% 4% 3%
　60代(n=798) 72% 15% 6% 7% 1% 6% 5%
　70代(n=552) 57% 20% 4% 13% 4% 15% 6%
　80代以上(n=160) 31% 34% 5% 13% 17% 24% 6%
　不明(n=454) 44% 21% 6% 13% 11% 19% 9%

自動車
（自分で
運転）

自動車
（乗せて
もらう）

原付・自
動二輪

徒歩 タクシー
路線バ
ス

その他

■全体(n=2,495) 70% 18% 2% 1% 2% 5% 5%
■年齢別
　20歳未満(n=32) 88% 16% 3% 0% 3% 9% 6%
　30～50代(n=594) 93% 3% 1% 1% 0% 1% 2%
　60代(n=633) 83% 10% 1% 1% 1% 3% 2%
　70代(n=437) 60% 26% 3% 2% 3% 7% 6%
　80代以上(n=314) 28% 50% 3% 4% 7% 10% 13%
　不明(n=485) 61% 16% 4% 1% 5% 8% 8%

※乗り継ぎによる複数回答あり



検 討 結 果 一 覧

広島 北広島町
田原地区、岩戸

地区

過疎地域

振興山村

○高齢世帯が多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯なし。
○家族の送迎利用者あり。路線バス等の利用者は約３割。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、大朝町内中心部と千代田町内に分かれる。

○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。
●幹線バス路線は、朝、午後、夕の時間帯は複数便となるサービス水準で運行。

●対象地域内のホープタクシーは１日６便の区域運行。

①高校生の通学時間帯に合わせた交通結節点までの

ホープタクシーの運行　②交通結節点の環境向上　③
既存サービスの周知と利用促進

広島 広島市
東区やすらぎが

丘

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約１割。バス利用者は約８割。
○移動目的地となるスーパーは団地に近接している。

○社協とノムラストアー馬木店による宅配サービスを検討中。

●団地前の県道（馬木六丁目交差点～下温品交差点）は、平日の午前７時～７時３０分まで、広島市
内中心方向のバス、タクシー、二輪車以外の車両は通行禁止になる。

●広島駅・市中心部への幹線バス路線は１日２００便以上運行。

●社会福祉協議会が一人暮らし高齢者の最寄り商業施設への移動を担っている。

①路線バスの一部便を団地内経由に変更　②ボラン

ティア移送の福祉有償運送への変更　③（地域主体の）

乗合タクシーの導入　④交通結節点の環境向上　⑤商
業・医療施設等の移動目的地との連携　⑥既存サービ

スの周知と利用促進

広島 庄原市

山内自治振興区

内の本郷町、木

戸町、高茂町、
水越町、山内開

拓地域

過疎地域

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約４割。
○家族や近隣住民の送迎利用者あり。バス利用者は約２割。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、庄原市内中心部と三次市内に分かれる。

○中高生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。
●幼稚園児、小学生を対象としたスクールバスが運行されている。

●市の制度として市民タクシー制度があるが、当該地域では未適用

●対象地域内の地域生活バス高茂線は１日３便で週３日運行。

①スクールバスの混乗化　②地域生活バス（高茂線）の

デマンド型乗合タクシーへの変更　③市民タクシー制度
の導入　④交通結節点の環境向上　⑤既存サービスの

周知と利用促進

広島 広島市
西区鈴ヶ台2～3
丁目

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約３割。

○近隣の移動は徒歩、タクシー、家族の送迎あり。バス利用者は約９割。

○移動目的地（医療・商業）は団地内または団地に隣接。
○高齢者を中心にタクシー利用が多い。

●団地北部を運行する幹線バス路線は１日１００便以上運行。

①路線バスの一部便を団地内経由に変更　②（地域主

体の）乗合タクシーの導入　③交通結節点の環境向上
④商業・医療施設等の移動目的地との連携　⑤既存

サービスの周知と利用促進

広島 尾道市 大和地区 過疎地域

○バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約４割。

○家族や近隣住民の送迎利用者あり。バス利用者は約３割。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、尾道市の御調町中心部である。
●小学生を対象としたスクールバスが運行されている。

●幹線バス路線は、朝、午前、午後1便以上のサービス水準で運行。

●対象地域内は、地域内フィーダー路線が存在せず、交通不便地域がある。

①スクールバスの混乗化　②地域内フィーダー路線の

導入　③交通結節点の環境向上　④既存サービスの周
知と利用促進

広島 福山市 緑陽団地

○バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約２割。

○家族や近隣住民との相乗り、シニアカーの利用あり。バス利用者は約５割。

○移動目的地（医療・商業）までは２ｋｍ前後で様々な方面に渡る。
○地域でおでかけ支援を検討している。

●団地前の道路を経由する福山市中心部と北部を結ぶ幹線バス路線は１日９２便運行。

●井笠鉄道の路線バス廃止に伴い、現在は市が暫定運行。

①路線バスの一部便を団地内経由に変更　②ボラン

ティア移送の導入（福山市おでかけ支援モデル事業の
活用）　③交通結節点の環境向上　④既存サービスの

周知と利用促進

岡山 和気町

山田地区の田

土、丸山、南山
方、塩田地区の

塩田、奥塩田、

北山方

過疎地域

○バス利用者は約２割。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、和気町中心部に点在。
●小学生を対象としたスクールバスが運行されている。

●主に高齢者を対象としたデマンド型乗合タクシーが地域内を運行している。

●幹線バス路線は、朝、午前、午後、夕、夜各１便以上のサービス水準で運行。
●学び館サエスタと熊山駅を結ぶ和気町有償運送バスは、朝、午後、夕各１便以上のサービス水準で運行。

①スクールバスの混乗化　②デマンド型乗合タクシーの
高校生通学便の設定　③交通結節点の環境向上　④

既存サービスの周知と利用促進
広島 福山市 青葉台団地

○バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約２割。

○家族の送迎、近所同士での相乗り利用者あり。バス利用者は約５割。
○移動目的地となる商業施設は、地域内または近隣、医療施設は約３ｋｍ離れている。

○団地では、移動販売、買い物・おでかけ支援、安否確認、サロンの開催を検討。

●団地と福山駅、市民病院等、市内各方面へ接続する路線があり、１日３５便運行。
●井笠鉄道の路線バス廃止に伴い、現在は市が暫定運行。

①路線バスの一部便を団地内経由に変更　②ボラン
ティア移送の導入（福山市おでかけ支援モデル事業の

活用）　③交通結節点の環境向上　④既存サービスの

周知と利用促進

岡山 新庄村 村全体
過疎地域

振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約４割。バス利用者は約３割。
○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、真庭市の中心部（勝山、久世）に主に点在。

○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●小学生を対象（冬季に限り中学生も対象）としたスクールバスが運行されている。
●新庄村と真庭市久世を結ぶ市町村有償運送が朝、午前、午後、夕、夜１便以上のサービス水準で運行。

●社会福祉協議会が医療バスを提供しているが各地区週１日１往復運行。

①スクールバスの混乗化　②医療バスの見直し（現行

運営のまま運行範囲拡大・増便、過疎地有償運送へ変

更、デマンド型乗合タクシーへの変更）　③交通結節点
の環境向上　④既存サービスの周知と利用促進

広島 呉市
第三団地、大道

田団地

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は１割以下。
○勾配がきつく、バス停までの移動が困難。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約７割。

○移動目的地（医療・商業）までは１ｋｍ以内。
●団地と支所周辺を結ぶ昭和循環線（中央）は１日２１便運行。

●昭和循環線（中央）は、片方向のみの運行のため、行き先によっては遠回りになる。

①昭和循環線（中央）の双方向運行への変更　②シニ

アカーの活用　③既存サービスの周知と利用促進

岡山 美咲町 旧旭町　３地区
過疎地域
振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約２割。バス利用者は約３割。

○共助的な移動支援として近所での相乗りが行われている。高齢者はタクシー利用あり。

○移動目的地（医療・商業）は、地域内及び旭総合支所付近と真庭市街地（落合）。
○谷奥部の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●美咲町と津山市を結ぶ市町村有償運送は、朝、午前、午後、夕、夜１便で運行。真庭市とを結ぶ市町村有償運送、福祉巡回

バス、一般混乗可能なスクールバスも運行。

①福祉巡回バスの変更（区域運行、谷奥部の区間の路

線不定期運行）　②共助的な移動支援の過疎地有償運
送への発展　③タクシー利用助成券　④交通結節点の

環境向上　⑤既存サービスの周知と利用促進

広島 呉市 晴海団地

○高齢世帯が非常に多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯はない。

○急勾配のため、買い物帰りが困難な人がいる。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約８割。
○移動目的地（医療・商業）は、団地近隣と呉市中心部に分かれる。

●呉市内へ向かう幹線バス路線は１日１００便以上運行。

①地域主体の乗合タクシーの導入（呉市地域主導型交

通サービス事業補助金の活用）　②交通結節点の環境
向上　③商業・医療施設等の移動目的地との連携　④

既存サービスの周知と利用促進

山口 柳井市 大畠地区の一部
過疎地域

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約３割。高低差によりバス停までの移動が負担。

○家族の送迎や近隣同士での相乗りあり。バス利用者は約２割。

○移動目的地（医療・商業）は、対象地域内と距離が離れた柳井市中心部に分かれる。
●中学生を対象（平成２５年度からは小学生も対象）としたスクールバスが運行されている。

①スクールバスの混乗化　②神代地区、大畠地区への
デマンド型乗合タクシーの導入　③交通結節点の環境 岡山 倉敷市

倉敷イトーピア団

○全世帯がバス停から５００ｍ以上離れている。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約２割。
○移動目的地（医療・商業）のある中庄駅周辺までは約１．５ｋｍ。

①乗合タクシーの導入（倉敷市乗合タクシー運行事業
支援制度の活用）　② 中庄駅方面と団地を結ぶ路線バ

地域の特徴と課題
（○需要側からみた特徴と課題、●供給側からみた特徴）

選択肢（案）

過　　　　　疎　　　　　地　　　　　域　　　　　等 都　　　　市　　　　　部　　　　　近　　　　　郊　　　　　団　　　　　地

選択肢（案） 県 自治体 対象地域県 自治体 対象地域
過疎地域

等の指定
地域の特徴と課題

（○需要側からみた特徴と課題、●供給側からみた特徴）

山口 柳井市 大畠地区の一部
過疎地域

半島振興
●中学生を対象（平成２５年度からは小学生も対象）としたスクールバスが運行されている。

●大畠駅から柳井方面、岩国方面へ鉄道で移動可能。大里・大原と市役所・柳井駅を結ぶ幹線バス路線は、朝、午前、午後、

夕、夜１便以上のサービス水準で運行。
●大里・大原と大畠駅を結ぶ幹線バス路線は、朝、午前、夕に１便のサービス水準で運行。

デマンド型乗合タクシーの導入　③交通結節点の環境

向上　④既存サービスの周知と利用促進
岡山 倉敷市

倉敷イトーピア団

地

○移動目的地（医療・商業）のある中庄駅周辺までは約１．５ｋｍ。

●当該団地は、倉敷市と早島町をまたがっており、交通施策が異なる（早島町側では無償のコミュニ

ティバスが運行）。
●タクシー事業者を活用する倉敷市乗合タクシー運行事業支援制度がある。

支援制度の活用）　② 中庄駅方面と団地を結ぶ路線バ

スの新設　③商業・医療施設等の移動目的地との連携

山口 上関町

蒲井、白井田、

四代、戸津、室

津（大津、練尾）

過疎地域

半島振興

○高齢世帯が多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は少ない。

○家族・親戚等の送迎利用者あり。バス利用者は約４割。高齢者はタクシー利用あり。
○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、地域内、平生町と柳井市内に分かれる。

○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●白井田、四代では、小学生・中学生を対象としたスクールバスが運行されている。
●幹線バス路線は、午前、午後、夕に複数便のサービス水準で運行。

●あおぞら号、なみうち号の運行により朝、午後、夕方１便以上のサービス水準で運行。

①スクールバスの混乗化（白井田・四代）　②あおぞら
号、なみうち号のデマンド型乗合タクシー化への変更

③医療施設、商業施設が存しない地区の運行の増便

④交通結節点の環境向上　⑤タクシー利用助成券　⑥
既存サービスの周知と利用促進

岡山 倉敷市 広江地区内団地

○ほぼすべての世帯がバス停から１ｋｍ以上離れている。

○家族の送迎や近隣住民の相乗りあり。バス利用者は約３割。
○移動目的地（医療・商業）は、比較的近い場所と、水島に分かれる。

○倉敷市乗合タクシー運行事業支援制度を過去に検討した経緯あり（運賃がネックとなり検討がス

トップ）。
●児島と倉敷市中心部を結ぶ幹線バス路線は１日５０便以上運行。

●タクシー事業者を活用する倉敷市乗合タクシー運行事業支援制度がある。

①乗合タクシーの導入（倉敷市乗合タクシー運行事業
支援制度の活用）　② 水島中心部方面と団地を結ぶ路

線バスの新設　③交通結節点の環境向上　④商業・医

療施設等の移動目的地との連携

島根 大田市 富山地区
過疎地域
振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約４割。

○家族や近隣住民の相乗りあり。バス利用者は約３割。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、主に大田市中心部に点在している。
○中高生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●富山地区と小田駅を結ぶ富山線は午前、午後、夕に１便以上のサービス水準で運行。

●富山地区と市中心部を結ぶ多伎循環バス富山線は朝、午後、夕に１便以上で運行。

①デマンド型乗合タクシーの導入　②交通結節点の環
境向上　③既存サービスの周知と利用促進

山口 下関市
田倉御殿町団
地、差葉

○高齢者世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れている世帯は約８割。

○タクシーの相乗り、家族の送迎利用者あり。バス利用者は約６割。

○移動目的地（医療・商業）は､近辺と､新下関駅付近､済生会下関総合病院に分かれる。
●過去に団地内バスの運行を検討した経緯あり（運営費用がネックとなり検討がストップ）。

●団地前と新下関駅方面を結ぶバス路線は1日７５便運行。

①乗合タクシーの導入　②交通結節点の環境向上　③

商業・医療施設等の移動目的地との連携　④既存サー
ビスの周知と利用促進

島根 安来市 飯梨地区 過疎地域

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約４割。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約２割。高齢者はタクシー利用あり。

○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、安来市中心部と広瀬市街地に分かれる。
○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●地域内を運行するイエローバス（荒島線）は１日２７便運行。

①イエローバス（広瀬荒島線）を区域運行（デマンド交

通）へと運行形態を変更　②デマンド型乗合タクシーの

導入　③交通結節点の環境向上　④交通不便地域の
住民に対するタクシー利用助成券　⑤既存サービスの

周知と利用促進

山口 下関市 浜浦台団地

○高齢世帯が多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯はない。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約７割。
○移動目的地（医療・商業）まで距離があり、概ね国道９号沿いに分布している。

●バスのダイヤを生活や移動のパターンに合わせてほしいという要望あり。

●団地内を運行する路線バスは１日１８便運行。下関駅と長府方面を結ぶ国道を運行する幹線バス

は、１日３００便以上運行。小学生通学対応臨時バスが運行。

①団地内を運行している路線バスのダイヤ、運行経路
の改善　②国道沿いバス停まで移動が困難な人を対象

とした移動サービス　③交通結節点の環境向上　④シ

ニアカーの活用　⑤既存サービスの周知と利用促進

島根 吉賀町 朝倉地区
過疎地域

振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約２割。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約３割。
○共助的な移動支援として近所の住民による送迎が行われている。

○移動目的地（医療・商業）は吉賀町中心部に集積。

○中高生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。
●バス路線は、朝、午前、夕、夜に１便以上のサービス水準で運行。蓼野線は、通学時間帯以外はデマンド運行。

①蓼野線（一部不定期路線運行）を一部区域運行へと

運行形態を変更　②中高生の帰宅ニーズに応じた蓼野
線の増便　③共助的な移動支援の過疎地有償運送へ

の発展　④交通結節点の環境向上　⑤既存サービスの

周知と利用促進

島根 松江市 淞北台団地

○高齢世帯が多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯はない。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約７割。

○移動目的地（医療・商業）は、団地内の他、多方面に分かれる。
○民生委員と福祉委員による独居世帯の見守りあり。

●対象地域内の淞北台団地バス停を経由する便は、１日２０便運行。淞北台団地入口バス停を経由

するバス路線（淞北台バス停は経由しない）は、１日４９便運行。
●松江市によるバス高齢者割引事業、運転免許自主返納支援事業あり。

①路線バスの一部便の延伸　②タクシー利用助成券

③既存サービスの周知と利用促進

鳥取 南部町
南さいはく地域振

興協議会エリア
振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約３割。
○家族の送迎や近隣住民との相乗りあり。バス利用者は約２割。

○移動目的地（医療・商業）は南部町中心部に存する。

○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。
●幹線バス路線は１日６２便運行している。上長田・大木屋線、東長田線は、朝、午前、午後、夕に１便以上で運行。地域振興

協議会が提供する南部町共助交通運送（無料）が存在。

①通学時間帯以外の上長田・大木屋線、東長田線のデ

マンド型乗合タクシー化への変更　②南部町共助交通

運送の過疎地有償運送への変更③交通結節点の環境
向上　④既存サービスの周知と利用促進

島根 松江市 八雲台団地

○高齢世帯が多いが、バス停から５００ｍ以上離れた世帯はない。
○市内に別居する家族による送迎利用者あり。バス利用者は約７割。

○移動目的地（医療・商業）までは２ｋｍ以内。

●団地前を経由する松江駅と各地を結ぶバス路線は１日６４便運行。
●松江市によるバス高齢者割引事業、運転免許自主返納支援事業あり。

①乗合タクシーの導入　②交通結節点の環境向上　③

商業・医療施設等の移動目的地との連携　④既存サー

ビスの周知と利用促進

鳥取 智頭町
惣地、米井、穂
見、天木、大屋、

真鹿野、早野

過疎地域

振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約９割。

○家族の送迎利用者あり。バス利用者は約３割。
○移動目的地（医療・商業）は主に智頭町中心部に存在。

○中高生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。

●智頭駅と鳥取駅を結ぶ南部幹線バス路線は１日１８便運行。
●すぎっ子バスは、朝、午前、午後、夕、夜に１便以上のサービス水準で運行。

①すぎっ子バス小学生専用便の中高生、高齢者等へ

の活用策の検討　②すぎっ子バスのデマンド型乗合タ
クシー化への変更　③複数の交通不便地域を対象とし

たデマンド型乗合タクシーの導入　④交通結節点の環

境向上　⑤既存サービスの周知と利用促進

鳥取 鳥取市
浜坂東1丁目団

地

○バス停から５００ｍ以上離れた世帯はない。

○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約５割。
○移動目的地（医療・商業）までは近隣と２ｋｍ前後離れた場所とに分かれる。

●団地横を運行する鳥取駅方面へ行くバス路線は、１日９９便運行。

●対象地域内を運行するバス路線は、１日３８便運行。

①シニアカーの活用　②既存サービスの周知と利用促

進

鳥取 日南町
神戸上、阿毘
縁、上萩山

過疎地域
振興山村

○高齢世帯が多く、バス停から５００ｍ以上離れた世帯は約１割。

○冬季は積雪により外出、移動が困難。
○バス利用者は年間に数回の利用者を含めて約４割。

○移動目的地（医療・商業）は、町内の他、奥出雲町中心部、日野町中心部に分かれる。

○高校生の通学の移動手段、生活の質を高める移動のためのサービスが乏しい。
●阿毘緑と奥出雲を結ぶ路線バス､山上線、多里線、石見線(路線定期とデマンド方式)､社会福祉法人・ＮＰＯによる福祉有償

運送､ＮＰＯによる過疎地有償運送の運行あり。

①山上線、多里線、石見線の運行範囲拡大　②過疎地

有償運送の導入・拡大　③交通結節点の環境向上　④

既存サービスの周知と利用促進

※過疎地域とは、過疎地域自立促進特別措置法第２条第１項及び第３２条の適用される要件に該当する過疎地域。

※半島振興とは、半島振興法第２条第１項の規定に基づき指定された半島振興対策実施地域。
※振興山村とは、山村振興法第７条第１項に基づき指定された振興山村。


